
（
裏
面
）

水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
抄
）

（
立
入
検
査
等
）

第
26条

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
許
可
製
造
者
、
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
届
出
者
、
水
銀
等

貯
蔵
者
若
し
く
は
水
銀
含
有
再
生
資
源
管
理
者
の
事
務
所
、
工
場
、
事
業
場
、
店
舗
若
し
く
は
倉
庫
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
試
験
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
試
料
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
入
検
査
、
質
問
又
は
収
去
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、
質
問
及
び
収
去
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
28条

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
（
略
）

二
第
６
条
第
１
項
若
し
く
は
第
９
条
第
１
項
の
許
可
、
第
10条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
、
第
９
条
第
２
項
、
第
11条
第
２
項
若
し
く
は

第
14条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
第
15条
、
第
21条
第
２
項
若
し
く
は
第
23条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
第
22条
第
１
項
若

し
く
は
第
24条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
、
第
25条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
又
は
第
26条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、

質
問
若
し
く
は
収
去
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
係
る
特
定
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
に
係
る
事
業
、
新
用
途
水
銀
使
用
製

品
の
製
造
等
に
係
る
事
業
、
水
銀
等
貯
蔵
者
の
行
う
事
業
又
は
水
銀
含
有
再
生
資
源
管
理
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣

三
・
四
（
略
）

２
（
略
）

第
33条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
30万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
～
四
（
略
）

五
第
26条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁

せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｂ
８
と
す
る
こ
と
。

２
発
行
者
名
は
主
務
大
臣
と
す
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
等
に
関
す
る
命
令

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
命
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
既
存
の
用
途
に
利
用
す
る
水
銀
使
用
製
品
）

第
二
条

法
第
十
三
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
水
銀
使
用
製
品
で
あ
っ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
用
途
に
用
い
ら
れ
る
も
の

二

別
表
の
上
欄
第
一
号
か
ら
第
五
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
水
銀
使
用
製
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

用
途
で
、
材
料
又
は
部
品
と
し
て
用
い
て
製
造
さ
れ
る
水
銀
使
用
製
品

三

別
表
の
上
欄
第
一
号
か
ら
第
五
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
水
銀
使
用
製
品
又
は
水
銀
等
の
製
剤
で
あ
っ
て
、校
正
、

試
験
研
究
又
は
分
析
に
用
い
ら
れ
る
も
の

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
の
施
行
の
日
前
に
製
造
さ
れ
、又
は
輸
入
さ
れ
た
水
銀
使
用
製
品
の
う
ち
、

歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
っ
て
、
展
示
、
鑑
賞
、
調
査
研
究
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め

に
販
売
さ
れ
る
も
の

（
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
等
に
関
す
る
評
価
の
方
法
）

第
三
条

法
第
十
四
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
以
外
の
新
用
途
水
銀
使
用
製
品

次
に
掲
げ
る
方
法

イ

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
（
以
下
「
自
己
評
価
」
と
い
う
。）を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲

げ
る
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
。

構
造
、
利
用
方
法
そ
の
他
の
当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
に
関
す
る
情
報

当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
、
利
用
、
廃
棄
等
に
よ
り
環
境
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

水
銀
等
の
量

当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
利
用
に
よ
る
人
の
健
康
の
保
護
又
は
生
活
環
境
の
保
全
へ
の
影
響

ロ

イ
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
を
踏
ま
え
、
当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
利
用
に
よ
る
人
の
健
康
の
保

護
及
び
生
活
環
境
の
保
全
へ
の
寄
与
並
び
に
人
の
健
康
へ
の
悪
影
響
及
び
生
活
環
境
へ
の
負
荷
（
以
下
「
寄
与

等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
検
証
し
、
適
切
に
評
価
す
る
た
め
に
必
要
な
項
目
（
以
下

「
評
価
項
目
」
と
い
う
。）を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
選
定
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ハ

当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
性
能
若
し
く
は
製
造
等
の
数
量
又
は
製
品
に
使
用
さ
れ
る
水
銀
等
の
量
に
関

す
る
複
数
の
案
（
以
下
「
複
数
案
」
と
い
う
。）を
設
定
し
、
複
数
案
ご
と
に
評
価
項
目
に
つ
い
て
寄
与
等
の
程

度
を
調
査
し
、
分
析
し
、
整
理
し
、
及
び
比
較
し
、
並
び
に
複
数
案
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
寄
与
等
の
程
度
を
相
互

に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
利
用
が
人
の
健
康
の
保
護
又
は
生
活
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
総
合
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
。

ニ

ハ
の
複
数
案
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
水
銀
等
を
使
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
案
そ
の
他
の
新
用
途
水
銀
使
用

製
品
の
製
造
等
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
案
を
含
め
た
検
討
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
、
当
該
案
を
含

め
る
よ
う
努
め
、
当
該
案
を
含
め
な
い
場
合
は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ホ

評
価
項
目
に
係
る
人
の
健
康
へ
の
悪
影
響
及
び
生
活
環
境
へ
の
負
荷
を
可
能
な
限
り
回
避
し
、
又
は
低
減
す

る
措
置
を
行
う
場
合
に
は
、ハ
の
規
定
に
よ
る
総
合
的
な
評
価
に
お
い
て
当
該
措
置
の
効
果
を
勘
案
す
る
こ
と
。

ヘ

自
己
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
理
論
に
基
づ
く
計
算
、
事
例
の
引
用
又
は
解
析
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
可
能

な
限
り
定
量
的
に
調
査
及
び
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
そ
の
他
の
当
該
新
用
途
水
銀
使
用

製
品
に
係
る
寄
与
等
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
。

二

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
、
そ
の
利
用
が
人
の
健
康
の
保
護
又
は
生
活
環
境
の
保
全
に

寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
指
定
す
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品

当
該
新
用
途
水
銀
使
用

製
品
の
製
造
等
が
主
務
大
臣
が
指
定
す
る
数
量
そ
の
他
の
当
該
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
等
の
条
件
の
範
囲

内
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
。

（
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
等
に
関
す
る
評
価
等
の
届
出
）

第
四
条

法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
届
出
に
係
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
等
の
業
務
の
開
始
の
日
の
四
十
五
日
前
ま
で
に
、
別
記
様
式
に
よ

る
届
出
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
法
人
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
届
出
事
項
）

第
五
条

法
第
十
四
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
事
項
と
す
る
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

製
造
等
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
種
類
及
び
用
途

三

製
造
等
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
名
称
及
び
型
式

四

製
造
等
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
単
位
数
量
当
た
り
の
水
銀
等
の
量
及
び
一
定
の

期
間
内
に
製
造
等
を
行
う
数
量

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
財

務

省
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
二
号

水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
三
条
並
び
に
第
十
四

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、新
用
途
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
等
に
関
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

森
山

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

石
井

啓
一
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